
　
こ
の
度
、
単
位
団
体
の
信

任
を
賜
り
、
第
十
四
代
全
日

教
連
委
員
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

島
村
暢
之
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
た
め
に
、
子

供
た
ち
の
た
め
に
、
そ
し
て

我
が
国
の
教
育
の
た
め
に
、

役
員
一
同
、
一
致
団
結
し
全

力
を
挙
げ
て
職
務
に
当
た
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
全
日
教
連
並
び
に
教
文
研

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
、
特
に

臨
時
休
業
の
延
長
や
教
育
活

動
の
再
開
、
ま
た
は
そ
の
準

備
等
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
無
い
状
況
へ
の
対
応

を
求
め
ら
れ
る
中
、
子
供
た

ち
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に

し
た
方
策
を
推
進
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
全
日
教
連
は
、
教
育
の
最

前
線
で
あ
る
学
校
現
場
の
立

場
か
ら
、
国
民
の
負
託
に
応

え
る
教
育
を
確
立
す
る
た
め

に
、
今
年
度
も
し
っ
か
り
と

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
】

　
全
日
教
連
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

つ
い
て
、
二
月
下
旬
よ
り
文

部
科
学
省
へ
の
臨
時
中
央
要

請
行
動
や
自
由
民
主
党
文
部

科
学
部
会
へ
の
提
言
等
を
展

開
し
て
参
り
ま
し
た
。
三
月

二
十
六
日
、
文
部
科
学
省
が

発
出
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
等
に

お
け
る
教
育
活
動
の
再
開
等

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
の
送
付
に

つ
い
て
（
通
知
）
」
や
、
四

月
七
日
に
公
表
さ
れ
た
「
緊

急
経
済
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
四
面
参
照
）
」
に
は
、
全

日
教
連
の
要
望
や
提
言
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す（
要
望
や
提
言
は
、

一
面
下
段
参
照
）。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
つ
い
て
、
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
「
私

た
ち
は
、
み
ん
な
で
と
も
に

力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
再
び
希

望
を
も
っ
て
前
に
進
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
る
、
ウ
イ
ル

ス
と
の
闘
い
に
打
ち
勝
ち
、

こ
の
緊
急
事
態
と
い
う
試
練

も
必
ず
や
、
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
語
り
、
教

育
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は

「
学
校
の
休
校
が
長
期
化
し

ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で

学
習
で
き
る
環
境
整
備
を
地

域
と
協
力
し
て
加
速
し
ま

す
」
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
現
場
に
お
い
て
、
こ
の

緊
急
事
態
を
乗
り
越
え
、
未

来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
質
の
高
い
教
育
を
推
進
す

る
に
は
、
全
日
教
連
会
員
の

力
を
結
集
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
全
日
教
連
は
、
現
場
の
状

況
に
つ
い
て
、
単
位
団
体
と

連
絡
を
密
に
し
て
情
報
収
集

し
、
報
告
さ
れ
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
今

後
加
速
す
る
環
境
整
備
を
現

場
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
も
の
と

す
る
た
め
に
、
迅
速
に
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

【
要
望
・
提
言
活
動
の
充
実
】

　
昨
年
度
、
全
日
教
連
は
、

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
」
が
本
格
的
に
始
動
す
る

年
と
位
置
付
け
、
活
動
を
展

開
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
最
大
の
成
果
は
「
改

正
給
特
法
」
の
成
立
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
三
年
度

か
ら
の
一
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
の
選
択
的
導
入
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
併
せ
て
、「
勤
務
の
上
限

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
指
針
に

格
上
げ
さ
れ
、
法
的
根
拠
を

も
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
来
、
幾
度
と
な
く
会

員
の
皆
様
に
は
御
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
時
間
外
勤
務
時
間
の
上

限
に
つ
い
て
、
月
四
十
五
時

間
、
年
間
三
百
六
十
時
間
と

す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
都
道
府
県

・
市
区
町
村
に
お
い
て
、
条

例
に
よ
り
本
年
四
月
か
ら
の

上
限
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

上
限
の
遵
守
は
、
並
大
抵
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、「
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
」
を
着
地
さ
せ
持

続
可
能
な
学
校
指
導
・
運
営

体
制
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
文
部
科
学
省
、
各
教
育

委
員
会
、
学
校
現
場
が
同
じ

方
向
を
向
い
て
、「
勤
務
時

間
管
理
の
徹
底
と
勤
務
時
間

・
健
康
管
理
を
意
識
し
た
働

き
方
の
推
進
」
、「
学
校
及
び

教
師
が
担
う
業
務
の
明
確
化

・
適
正
化
」
、「
学
校
の
組
織

運
営
体
制
の
在
り
方
」
、「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

確
実
な
実
施
の
た
め
の
仕
組

み
の
確
立
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
等
」の
各
観
点
か
ら
、引
き

続
き
業
務
改
善
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
加
え
て
、
現
在
国
に
お
い

て
は
、
新
し
い
時
代
の
初
等

中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
様
々
な
提
言
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
第
百
二
十

四
回
初
等
中
等
教
育
分
科
会

に
お
い
て
、
義
務
教
育
九
年

間
を
見
通
し
た
指
導
体
制
の

整
備
と
し
て
「
令
和
四
年
度

を
目
途
に
小
学
校
高
学
年
か

ら
の
教
科
担
任
制
を
本
格
導

入
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
ま

し
た
。ま
た
こ
れ
に
関
連
し
、

初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
員

養
成
部
会
は
「
小
学
校
高
学

年
か
ら
の
教
科
担
任
制
を
本

格
的
に
導
入
す
る
観
点
か

ら
、
今
後
、
小
学
校
と
中
学

校
の
双
方
の
免
許
状
の
併
有

が
よ
り
強
く
期
待
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
」と
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

加
配
措
置
に
つ
い
て
「
小
学

校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担

任
制
に
先
行
的
に
取
り
組
む

複
数
の
学
校
を
支
援
す
る
」

と
い
う
文
部
科
学
省
の
明
確

な
意
図
か
ら
、
今
後
、
小
学

校
高
学
年
か
ら
の
教
科
担
任

制
導
入
に
向
け
た
議
論
が
活

発
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

全
日
教
連
は
、
皆
様
方
の
御

努
力
を
エ
ビ
デ
ン
ス
に
し

て
、
教
育
の
質
の
向
上
に
必

要
な
定
数
改
善
、
そ
し
て
教

職
員
が
安
ん
じ
て
職
務
に
専

念
で
き
る
制
度
構
築
等
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
声
を
挙

げ
て
い
く
決
意
で
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
二
年
三
月

十
三
日
に
「
国
家
公
務
員
の

定
年
を
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

国
家
公
務
員
法
等
の
改
正

案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
教
育
公
務
員
に

お
い
て
も
制
度
が
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
教
育
公
務
員
の
定
年
引

上
げ
後
の
給
与
体
系
や
役
職

定
年
導
入
の
有
無
等
の
勤
務

条
件
は
、
地
方
公
務
員
法
等

に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
単
位
団
体
と
連
携
し
、

現
場
に
即
し
た
制
度
と
な
る

よ
う
に
、
建
設
的
な
要
望
・

提
言
活
動
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。

【
質
の
高
い
研
修
の
充
実
】

　
全
日
教
連
は
、
教
職
員
を

単
な
る
労
働
者
で
は
な
く
教

育
専
門
職
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
他
の
教
職
員
団

体
と
大
き
く
異
な
る
部
分
で

す
。
従
っ
て
私
た
ち
は
、
国

民
の
負
託
に
応
え
る
た
め

に
、
そ
し
て
、
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
た
め
に
、
常
に

研
鑽
に
励
み
、
自
ら
の
資
質

・
能
力
の
向
上
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

社
会
は
急
激
に
変
化
し
て
お

り
、
教
職
員
に
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
は
多
岐
に
亘
り

ま
す
。
複
雑
化
・
多
様
化
・

困
難
化
す
る
教
育
諸
課
題
に

対
処
す
る
と
と
も
に
、
来
る
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o
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社
会
に
お

い
て
子
供
た
ち
に
新
し
い
価

値
を
創
造
す
る
力
を
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
、我
々
教
職
員

に
は
、ま
す
ま
す
高
度
な
専
門

性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
日
教
連
は
、
校
種
や
職

種
を
超
え
て
共
に
学
び
合

い
、
研
鑽
を
積
む
こ
と
が
で

き
る
研
修
の
場
を
提
供
し
ま

す
。
特
に
第
三
十
七
回
教
育

研
究
全
国
大
会
（
宮
崎
大
会
）

で
は
、大
会
主
題
を「
新
し
い

価
値
を
創
造
す
る
力
を
育
む

 （１） 令和２年４月１０日 全日教連教育新聞 第５９９号
昭和４２年 月１０日
第三種郵便物認可
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■全日教連役員一覧 …………………２面

■新副委員長の抱負、単位団体あれこれ、極上の一冊 … ３面

■新しい学校アラカルト、まるごと教育情報 … ４面

委
員
長
所
信
表
明
　

第
十
四
代
全
日
本
教
職
員
連
盟
委
員
長
　

島
村
　
暢
之

全
日
教
連
会
員
の
総
力
の
結
集
を

緊急事態を乗り越える

　
二
月
二
十
八
日
に
全
日
教

連
は
、
文
部
科
学
省
に
対

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
の
学
校

に
お
け
る
臨
時
休
業
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

が
、
全
て
の
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援

学
校
に
つ
い
て
、
春
休
み
ま

で
、
臨
時
休
業
を
行
う
よ
う

要
請
し
た
こ
と
を
受
け
、
文

部
科
学
省
は
通
知
を
発
出
し

学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
一

斉
臨
時
休
業
を
行
う
よ
う
に

要
請
し
た
。し
か
し
、本
通
知

に
は
、
保
護
者
の
事
情
に
よ

り
家
庭
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
な
い
児
童
生
徒
を
学
校
で

受
け
入
れ
る
こ
と
に
関
し
、

そ
の
方
針
が
明
記
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
校

現
場
が
ク
ラ
ス
タ
ー
化
す
る

こ
と
を
未
然
に
防
ぎ
、
児
童

生
徒
及
び
教
職
員
の
安
心
・

安
全
を
堅
持
す
る
た
め
に
、

児
童
生
徒
を
や
む
を
得
ず
学

校
が
受
け
入
れ
る
場
合
に
必

要
と
な
る
対
策
を
迅
速
に
実

施
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

【
要
望
内
容
】

一
　
臨
時
休
業
期
間
中
、
保

護
者
が
医
療
従
事
者
で
あ
り

且
つ
共
働
き
等
に
よ
り
対
応

で
き
な
い
等
の
特
殊
な
事
情

を
除
き
、
児
童
生
徒
を
受
け

入
れ
な
い
よ
う
各
教
育
委
員

会
に
対
し
て
要
請
す
る
こ
と

二
　
臨
時
休
業
期
間
中
に
や

む
を
得
ず
児
童
生
徒
を
受
け

入
れ
る
場
合
に
、
学
校
が
講

ず
る
べ
き
「
必
要
と
す
る
対

策
」
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
が
責
任
を
も
っ
て
明
示
す

る
こ
と

 一
　
学
校
再
開
後
、
急
な
児

童
生
徒
の
体
調
不
良
等
に
保

護
者
が
迅
速
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
こ
と

二
　
修
学
旅
行
・
遠
足
等
の

キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
発
生

す
る
違
約
金
・
キ
ャ
ン
セ
ル

料
等
に
つ
い
て
保
障
す
る
こ

と三
　
非
接
触
電
子
体
温
計
を

全
て
の
初
等
中
等
教
育
機

関
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校

（
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
の
約
五
万
三
千
校
）
に
各

一
台
以
上
配
布
す
る
こ
と

四
　
衛
生
用
品
等
の
必
要
物

品
を
配
布
す
る
こ
と

政
府
に
お
願
い
す
る
こ
と
・
政
府
か
 

ら
企
業
に
お
願
い
し
て
ほ
し
い
こ
と

て
臨
時
健
康
診
断
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
継
続
的
に
健

康
観
察
を
行
う
こ
と
。

 一
　
登
校
前
の
保
護
者
に
よ

る
検
温
を
徹
底
（
　
・
５
℃

３７

以
上
は
絶
対
に
登
校
さ
せ
な

い
）
さ
せ
る
こ
と

二
　
児
童
生
徒
が
体
調
不
良

と
な
っ
た
場
合
、
連
絡
を
受

け
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
迎

え
に
く
る
こ
と

 一
　
長
期
休
業
日
明
け
と
同

様
、
登
校
を
再
開
し
た
児
童

生
徒
の
心
の
ケ
ア
を
十
分
に

図
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
等
を
行
う

こ
と

文
部
科
学
省
か
ら
保
護
者
へ
 

通
知
等
で
伝
え
て
欲
し
い
こ
と

文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
欲
し
い
こ
と
・
 

関
係
省
庁
と
連
携
を
図
っ
て
ほ
し
い
こ
と

る
こ
と

四
　
学
校
再
開
後
の
教
育
活

動
に
つ
い
て
の
制
限
等
の
例

示
を
す
る
こ
と

五
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配
布
す

る
こ
と

六
　
登
校
後
、
体
調
不
良
と

な
っ
た
児
童
生
徒
へ
の
対
応

を
明
示
す
る
こ
と
（
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
の
再
通

知
で
も
よ
い
）

七
　
学
校
に
発
病
者
が
出
た

と
き
、
学
校
保
健
安
全
法
第

十
三
条
二
項
の
規
定
に
従
っ

臨
時
休
業
か
ら
教
育
 

活
動
再
開
の
た
め
の
 

施
策
に
つ
い
て
提
言

　
三
月
二
十
六
日
、
全
日
教

連
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
学

校
に
お
け
る
臨
時
休
業
か
ら

教
育
活
動
を
再
開
す
る
に
あ

た
り
、
学
校
現
場
が
必
要
す

る
施
策
等
に
つ
い
て
自
民
党

文
部
科
学
部
会
に
対
し
て
提

言
し
た
。
提
言
内
容
は
以
下

の
内
容
で
あ
る
。

【
提
言
内
容
】

 一
　
臨
時
休
業
の
解
除
、
延

長
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
判

断
基
準
を
示
す
こ
と

二
　
学
校
再
開
後
に
児
童
生

徒
が
感
染
（
ま
た
は
家
族
が

感
染
等
で
濃
厚
接
触
者
）
し

た
場
合
の
学
校
休
業
等
の
基

準
を
示
す
こ
と

三
　
入
学
式
に
つ
い
て
、
規

模
・
方
法
等
の
基
準
を
示
し
、

設
置
者
が
明
確
に
判
断
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た

行
事
（
修
学
旅
行
や
運
動
会

等
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

実
施
す
る
際
の
基
準
を
設
け

政
府
・
文
部
科
学
省
が
実

施
、
も
し
く
は
都
道
府
県

・
市
区
町
村
教
育
委
員
会

が
実
施
す
る
こ
と

教
育
実
践
～
自
ら
の
考
え
を

広
げ
深
め
る
子
供
の
育
成
を

通
し
て
～
」と
一
新
し
、学
校

教
育
の
あ
る
べ
き
姿
、
そ
し

て
向
か
う
べ
き
方
向
を
示
せ

る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
臨
機
応
変
に
万
全
の

準
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

【
組
織
の
強
化
・
拡
大
】

　
全
日
教
連
は
、
我
が
国
の

教
育
正
常
化
及
び
教
育
環
境

の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
、

昭
和
五
十
九
年
二
月
に
結
成

さ
れ
た
教
職
員
団
体
で
す
。

結
成
当
時
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
教
育
正
常
化
へ
の
諸

先
輩
方
の
熱
い
思
い
を
、
更

に
次
代
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く

の
同
志
の
力
を
結
集
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
全
日
教
連

は
、
各
単
位
団
体
の
実
情
に

応
じ
た
組
織
の
強
化
・
拡
大

の
方
策
を
共
に
話
し
合
い
、

考
え
、
実
行
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
未
組
織
地
域
に

お
い
て
「
美
し
い
日
本
人
の

心
を
育
て
る
」
教
育
を
広
げ

る
た
め
、「
全
日
教
連
同
志

会
」
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
今
ま
で
以
上

に
会
員
の
皆
様
の
力
を
結
集

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
全

日
教
連
活
動
へ
の
御
理
解
、

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

迅
陣

尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
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プロフィール
島村暢之（しまむらのぶゆき）
昭和４７年生まれ。出身単位団
体・山口県教連。平成３０年度
全日教連事務局次長、令和元
年度全日教連事務局長を務め
る。

臨
時
中
央
要
請
行
動

児
童
生
徒
、教
職
員
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に


